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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　石炭を処理して、不純物を除去する方法であって：
　・アンモニア水溶液を反応容器中に、選択されたアンモニアの濃度範囲で投与し；
　・石炭を反応容器中に添加し；
　・反応容器内の石炭を攪拌することで、石炭と溶液を混合し、石炭の表面及び孔に溶液
を接触させ;
　・容器から処理された石炭を排出し；
　・処理を監視して、反応容器中のアンモニア水濃度が選択された範囲を下回ったときを
検出し；及び
　・アンモニア水溶液を、選択された範囲内又はそれを上回るアンモニアの濃度で反応容
器に投与して、溶液を選択された範囲内に戻す、
　　工程を含む、該方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、選択された範囲が３％～５％のアンモニアである、該
方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法であって、更に：
　・反応容器から石炭微粉を含有する汚染溶液を排出し; 
　・石炭微粉を汚染溶液から回収し、及び
　・反応容器に溶液をリサイクルする;
　　工程を含む方法であり、監視してアンモニア濃度が選択された範囲を下回ったときを
検出する工程は、石炭微粉回収前又は後のいずれかで、排出した溶液中のアンモニア濃度
を監視することによって行われる、該方法。
【請求項４】
　請求項３に記載の方法であって、回収された石炭微粉が、処理された石炭に混合して戻
される、該方法。
【請求項５】
　請求項４に記載の方法であって、更に：
　・処理された石炭及び回収した微粉を脱イオン水でリンスして；及び
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　・リンスした石炭を脱水する
　　工程を含む、該方法。
【請求項６】
　請求項５に記載の方法であって、更に；脱水工程から排水を集める工程、及び排水を処
理して、排水から石炭微粉を分離する工程を含む、該方法。
【請求項７】
　請求項１に記載の方法であって、反応容器内で比重選鉱装置又は遠心分離スクリーン装
置によって、石炭から、黄鉄鉱硫黄及び石炭粒子よりも密度の高い物を分離する工程を更
に含む、該方法。
【請求項８】
　請求項１に記載の方法であって、反応容器から処理した石炭を除去する工程が：
　・アンモニア水溶液中の石炭スラリーの石炭を除去する工程；
　・スラリーを反応容器外の比重選鉱装置又は遠心分離スクリーン装置に送って、スラリ
ーから、黄鉄鉱硫黄及び石炭粒子よりも密度の高い物を分離する工程；及び
　・スラリーを排出して溶液から石炭を分離する工程
　　を含む、該方法。
【請求項９】
　請求項８に記載の方法であって、スラリーから排出した溶液を反応容器へリサイクルす
る工程を更に含み、監視してアンモニア濃度が選択された範囲を下回ったときを検出する
ステップが、スラリーから排出した溶液中のアンモニア濃度を監視することによって行わ
れる、該方法。
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